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V - y⊥K十yl∂nQ-o∂2K+〟KQ+-S (4)
となる｡(4)は4,(r,i)- x-め(r,i)- Jk(机ま整数 )で与えられる等高線の運動を表わす.
∂Sは等高線に沿った微分, ∂nは法線方向の微分であるo Vは奪高線の法線方向の速度
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しばしば,欠陥 (例えば転位 )をともなう｡ 欠陥を考慮したフェイズ･ダイナミックスについ
てはすでにいくつかの研究がある7)が,ここで述べた方法にそれを取り入れるのは今後の課題
である｡
参考文献
1) Y.Ku;amoto,Prog.Theor.Phys.Suppl.N｡.64(1978),346.及びそれの引用文献.
2) Y.PomeauandP.Mannevil1e,J.PhysiqueLett.40(1979),609.
3) Y.Kuramoto,Prog.Theor.Phys.63(1980),1885.
4) Y.Kuramoto,Prog.Theor.Phys.71(1984),1182.
5) M.C.CrossandA.C.Newel,Physicaloo(1984),299.
6) T.Ohta,Pro告.m eor.Phys.(submitted)
7) K.Kawasaki,Pro告.Theor.Phys.suppl.No.79,80(1985)及び,それの引用文献.
5.一般化 されたTDGI｣系における
ホールのダイナ ミックス
名大･理 戸次直明,野崎-洋
§1.序 論
非線形 ･非平衡系の場におけるパターン形成の動力学は,急冷された磁性体における秩序形
成過程や一次相転移のダイナミックス等とも関連して,非常に興味のある問題の一つである｡
ここでは,一般化された時間依存性をもつギンツブルグ･ランダウ(TDGL)系の一次元方程
式をモデルとして,非線形場におけるパターン形成の動力学を解析的および数値的に調べる｡
非平衡臨界点近くの相変化を記述する一般的なモデルとして良く知られているTI)GL系の一
次元方程式の解として,静止したホール解が存在することがすでにわかっている1.)この静止し
たホール解の前後で位相の飛びが7Cであり,その中間点で位相のない点があるため,この解は
phase-defectを表わすと解釈される｡ここでは,この位相の飛びが打からズレた場合に,そ
のズレに依存する伝播速度をもつより一般的なホール解が存在することを示し,その解析的な
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